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研究報告1






























































. Playboy Enterprises， Inc. v. Frena， 839 F.Supp. 1552 (M.D.Fla.1993) 






































































































































































































































(a) MP 3 







































































































































7頁において， I現時点では， Napsterや Gnutellaなどにおけるように，違法なコンテンツ配信がめだ、っているといわ
ざるをえないJと記述したことについて，佐藤恵太「電子取引が知的財産法制に与える影響jジュリスト 1183号 115






































7 著作権法令研究会=通産省知的財産政策室『著作権法・不正競争防止法改正解説j (有斐閣.1999年)100. 108 
頁参照。
8 上野達弘「契約による著作権制限規定のオーバーライドをめぐる議論状況」コピライト 452号50頁 (1998年). 
曽野裕夫 f'青報契約における自由と公序」アメリカ法 1999年2号 181頁(1999年).同「情報契約と知的財産権」ジ
ユリスト 1176号88頁 (2000年).小泉直樹「デジタル化と情報契約一一電子契約，技術的手段，著作権一一J知財












































































































15 ECMSについては，上野達弘 IECMSにおける著作権及び著作者人格権に関する一考察JWc R I C賞論文集』
(著作権情報センター. 1997年)20頁，同「デジタルコンテンツの保護と利用一一ECMS (電子著作権管理システ
ム)をめぐる技術と泣ト一一」情報処理学会シンポジウムシリーズ98巻 11号9頁(1998年).Tatsuhiro Ueno， The Future 
of Electronic Copyright Management System (ECMS) . Taking a Step Forward Toward Achieving Harmonization 

















































































































































































































































































































































































87条の Cに設けられておりますし，また， sui generis権の構成の仕方である程度配慮
されているということでございます。
4.不競法の保護領域と s凶 generis権による保護領域の棲み分けは，きちんとなされて
















































































































































































































































































































































































































































































































































この裏では，先ほど来ご紹介している，こういった本 (rTheDigital Dilemma J)を
出しているところが，実はかなり頑張っていまして，ここにももう一つ rA Question of 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































その中で， 99年の 12月に Lessigが， Lawrence Lessig， CODE: and Other Laws of 





ほど申しました，“CODE:and Other Laws of Cyberspace"の中のチャプター 1なんです
が，何でチャプター 1を訳せと，これは Lessigがこれを訳してくれと言ってきたので，そ
れを訳したというだけなんですが，私は全体をざあっと見ました。ドラフト段階でしたが，



















































































































































































































































































































判例なんかを見る限りは，昔， Sweat of browという，額に汗じた努力に対して著作権と
いう排他権をもらっているんだというのを認めるような判例の傾向が一時あったところ，
大きな判例の流れを変えるようなアメリカの最高裁の判例が出て，そうじゃないんだと，























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ことである」と。彼の講演のタイトルは Ifree the law j。私流に訳すと「法を解き放てJ

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































<!DOCTYPE statute 8Y8TEM ソstatute'jp.dtd'>
く?xml'stylesheethref=".Jstatute'html.xsl" type="textlxsl"ワ〉
<?cocoon'process type="xslt門〉













<articJe id="statute.1947・822.0080.0001"name="第~{~1Ino=" 1 ">
<paragraph id="statute.1947・822.0080.0002"no=""> 

































<?xml version="1.0" encoding="EUC.JP"?> 
























<supplement id="statute.1947 .822.0161.0007"> 
〈訂ticleid="statute.1947・822.0161.0008">











































































































































































































































































































































































































































































































のように出てまいります。こちらのほうから IPT S DJという用語を拾いまして検索
をいたしましたすと，このように2件出てくるという形になります。
次に，先ほど述べましたシソーラス機能について実際に見ていただこうと思います。



































































































































































































































































































































































調べたいといった時には，ここから入ると，もれなく検索が可能です。現在は 10， 7 
1 8件の判例が収録されています。










































































































































































































































や， Claims Current Patents Legal Status <CLAIMS/C.P.L.8.lというアメリカの特許
141 





































* Derwent World Patents Indexサンプルコード































































Dialog Selectといわれるシステムと， Dialog Intranet Toolkitというシステムがありま































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































103. [特開平08-016567J文書型定義作成支援装置 j 
104. [特開平07-334525J版管理を伴う構造化文書処理装置
105. [特開平07-319918J文書検索対象指示装置
106. [特開平07-319874J文書処理装置
107. [特開平07-319857J構造化文書処理装置
108. [特開平07-282041J文書変換装置
165 
109. [特開平07-262192]構造化文書検査装置
110. [特開平07-262179]構造化文書作成におけるテキストエデ、イタのマクロ自動選択装置
111. [特開平07-239850]構造化文書作成支援システム
112. [特開平07-225771]検索式作成支援システム
113. [特開平07-219945]文書処理装置
114. [特開平07-200370]文書処理装置及び方法
115. [特開平07-191989]文書処理方法及び装置
116. [特開平07-182340]構造化文書の最適レイアウト構造決定方法及び最適レイアウトツリー
の決定方法
117. [特開平07-175811J電子文書管理装置
118. [特開平07-168721]辞書操作装置及び辞書サーチ順操作装置
119. [特開平07-121534]構造化文書論理構造設計支援装置
120. [特開平07-121533J文書型作成装置
121. [特開平07-098707J文書処理装置
122. [特開平07-065035J構造化文書検索装置
123. [特開平07-056920J構造化文書処理装置
124. [特開平 07-056786]構造化文書処理装置
125. [特開平07-044563]多重文書処理システム及び方法
126. [特開平07-036895J構造化文書処理装置
127. [特開平07-036894]文書処理分析支援装置
128. [特開平07-036893J文書編集装置
129. [特開平07-028928J物理ファイルおよび当該物理ファイルを処理する画像処理装置
130. [特開平07-021160J表内データ抽出装置
131. [特開平07-013966J文書の編集方法
132. [特開平06-348756J索引作成装置及び索引利用装置
133. [特開平06-325087J構造化文書のブラウズ装置
134. [特開平06-314281J文書編集装置
135. [特開平 06-259421J文書処理装置
136. [特開平06-223072Jファイノレ変換装置
137. [特開平06-214983J文書画像の論理構造化文書への変換方法および装置
138. [特開平06-208557J構造化文書処理装置
139. [特開平06-203013J構造化文書に複数の変更可能な読み文字列および漢字文字列を記
憶する方法および、システム
140. [特開平06-168267J構造化文書作成方法及び構造化文書作成支援装置
141. [特開平06-131343J多重文書処理システム
142. [特開平06-131340]構造化文書の文書部品管理装置
143. [特開平 06-131339]文書処理装置
144. [特開平06-119335]構造化文書処理装置
145. [特開平 06-119332]構造化文書の文書部品管理装置
146. [特開平06-119331]構造化文書の文書部品管理装置
147. [特開平 06-110886J論理構造を有する文書のコピーペースト処理装置
148. [特開平 06-110883]文書処理装置
149. [特開平06-110882]文書編集装置および方法
150. [特開平06一103286]構造化文書複製管理方法，構造化文書複製管理装置及び構造化文
書複製管理プログラム
151. [特開平 06-060067J文書処理装置
166 
152. [特開平06-052163J構造化文書処理装置
153. [特開平06-044237J文書整形装置
154. [特開平06-035914J文書作成システム
155. [特開平06-035907J構造化文書編集装置
156. [特開平06-028351]文書処理装置
157. [特開平06-028350J文書編集装置
158. [特開平06-019908J文書処理システム
159. [特開平06-019893J文書処理装置
160. [特開平05-334291]文書処理装置
161. [特開平05-225240J文書データベース装置
162. [特開平05-210667J構造化文書のレイアウト方法
163. [特開平田-189430J索引語管理装置
164. [特開平05-128107J構造化文書編集装置
165. [特開平05-108631]文書処理装置
166. [特開平05-101053J構造化文書編集方法
167. [特開平05-089173J構造化文書分類装置
168. [特開平05-046608J文書処理装置
167 
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